
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 約１か月間、立案会のメンバーで学年レ

クリエーションの企画をたてました。最初

はなかなか意見が出ず、まとまりもありま

せんでした。でも、計画していくうちに、

メンバーの中でまとまりができ、「成功さ

せよう。」という気持ちが強くなっていき

ました。そして、レクリエーション当日。

前日までに準備したおかげで順調に進み

ほっとしました。そして何よりも私たちの

企画で、みんなが笑顔になって楽しんでく

れたことが本当にうれしかったです。 

１組       

 ぼくは立案会長として、司会やあいさつ

など、たくさんの仕事がありました。あい

さつはかまずに言えるだろうか、声が裏返

らないだろうか、大きく言えるだろうかと

いろいろ心配でした。でも、しっかりと声

が出せ、はきはき言えたので、自信がつき

ました。準備も先生たちに手伝ってもらい

ながら、立案会で何度も話し合ったりして

大変でした。でも、学年みんなも楽しんで

くれたし、クラスの絆を深めることもでき

て、大成功でよかったです。 

２組        

 私は、レクリエーションの実行委員をや

って、仲間と協力することの大切さを学び

ました。立案会でいくつかのグループに分

かれ、私はリレー担当になりました。１人

で考えても、良い案がなかなか出てこなか

ったけれど、グループの子と話し合うとす

ぐによい案がでてきて、仲間と協力するこ

とはすごいなと思いました。ルールを考え

たりするのは大変でしたが、みんなが笑顔

で遊んでくれたので良かったです。 

 

３組       

 学年レクリエーションを終えて、特に大

変だったのは、レクリエーションをやるま

での準備です。初めは、もっと簡単に終わ

ると思っていたけれど朝の時間や昼放課

に毎日集まって、たくさんの時間で準備し

たことが大変でした。本番では、大きな声

で校歌を歌うことができて、テキパキと行

動できました。２回目の学年レクリエーシ

ョンは終わってしまったけれど、三学期に

ある最後のレクリエーションでは今回の

経験を生かしていきたいです。 

４組       


